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千葉大学医学部附属病院

教員約400名などが千葉大学病院でワクチン接種

ー 千葉県及び千葉市の職域接種に協力 ー
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千葉大学医学部附属病院（千葉市中央区：病院長 横手幸太郎）は、 8月24日（火）から

25日（水）、27日（金）の3日間にわたり、当院コロナワクチンセンターで実施している

職域接種の中で、千葉県及び千葉市教育委員会の教員などや千葉市消防局の職員（合計413

名）を対象にコロナワクチンの接種を行っております。

また、9月9日（木）から、千葉市が市民を対象に平日夜間に実施を予定している集団接

種の会場に、医師2名を派遣し、ワクチン接種に協力する予定です。

当院では、現在、コロナ患者の急増により、コロナ病床がほぼ満床となる状況が続いて

おり、職員一丸となって懸命の治療を続けているところです。今回、千葉県と千葉市の職

域接種に協力し、教員の皆様のワクチン接種に協力することで、学校現場におけるコロナ

感染症の拡大防止に貢献できれば、と考えています。

■概要

①当院における職域接種（合計：1,038名（予定））

【1回目】8/24、25、27 【2回目】9/21、22、24

【対象者】当院職員及び同居家族：354名、

委託業者及び同居家族：271名

千葉県教育委員会：212名、千葉市教育員会：183名、千葉市消防局：18名

②千葉市における平日夜間の集団接種（市民向け）への協力

【1回目】9/9～9/29 【2回目】9/30～10/20

【場所】千葉中央コミュニティセンター

【派遣協力】医師2名

■横手幸太郎 千葉大学病院 病院長のコメント

第5波の感染拡大に、医療現場はこれまでにない厳しい状況にあります。

県民、市民の皆さんのワクチン接種を進めることで、感染者を減少させ、

少しでもこの事態を改善したいと願っています。特に、子どもたちの感染

が増えていますので、今回、当院で400名もの教育関係者に接種できるこ

とは、大変重要と考えます。


